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お知らせ

平成２８年度　財政状況報告　[平成２７年度末現在 ]

普通会計（一般会計及び小水力発電事業特別会計）

※歳入その他は、分担金・負担金、使用料・手数料、財産収入、寄付金等です。

※歳出その他は、議会費、労働費、商工費、予備費です。

※前年度予算からの繰越分 6億 4,417 万円を含む額です。

※歳出予算のうち、翌年度繰越分として 2億 5,165 万円の事業費を繰り越しています。

歳 入 歳 出

普通会計、特別会計とも借入金はありません。

※表示未満について四捨五入していますので、合計額が一致しない場合があります。

★ポイント２

前年度より約 6億 7,692 万円増えています。

★ポイント３　

  平成 27 年度末における町民

●１人当たりの貯金残高 58 万 0,671 円

●１人当たりの借金残高 178 万 7,960 円

　※平成 27 年度末現在の住民基本台帳

★ポイント１

前年度より約 1,563 万円減っています。

区分 予算現額 収入済額 執行率

地方交付税 34 億 6,522 万円 34 億 6,096 万円 99.9%

町債 14 億 8,872 万円 13 億 6,820 万円 91.3%

国庫支出金 7億 8,393 万円 6億 6,126 万円 84.4%

町税 5億 3,389 万円 5億 3,875 万円 100.9%

県支出金 3億 6,871 万円 3億 4,437 万円 93.4%

繰越金 4億 0,025 万円 4億 0,008 万円 100.0%

繰入金 1億 9,073 万円 9,608 万円 50.4%
地方譲与税等 1億 7,262 万円 1億 9,494 万円 112.9%

その他 3億 7,550 万円 3億 7,993 万円 101.2%

合計 77 億 7,957 万円 74 億 4,457 万円 95.7%

区分 予算現額 収入済額 執行率

民生費 15 億 4,228 万円 14 億 9,276 万円 96.8%

総務費 12 億 4,804 万円 11 億 1,423 万円 89.3%

教育費 13 億 3,194 万円 12 億 6,235 万円 94.8%

公債費 8億 7,656 万円 8億 7,614 万円 99.9%

衛生費 9億 2,187 万円 7億 9,214 万円 85.9%

土木費 7億 7,332 万円 6億 4,340 万円 83.2%
農林水産業費 3億 9,458 万円 3億 5,414 万円 89.8%

消防費 3億 0,587 万円 2億 9,025 万円 94.9%

その他 3億 8,511 万円 3億 3,198 万円 86.2%

合計 77 億 7,957 万円 71 億 5,739 万円 92.0%

特別会計

歳 入 歳 出
会計名 予算現額 収入済額 執行率

興学資金基金 6,191 万円 5,149 万円 83.2%

国民健康保険事業 9億 8,915 万円 9億 6,361 万円 97.4%

後期高齢者医療保険事業 9,487 万円 9,079 万円 95.7%

介護保険事業 10 億 6,225 万円 10 億 2,735 万円 96.7%

小水力発電事業 1億 1,556 万円 1億 1,421 万円 98.8%

簡易水道事業 4億 4,408 万円 4億 3,142 万円 97.1%

下水道事業 3億 6,166 万円 2億 8,201 万円 78.0%

農業集落排水事業 8,056 万円 7,352 万円 91.3%

合計 32 億 1,004 万円 30 億 3,440 万円 94.5%

予算現額 支出済額 執行率

6,191 万円 3,374 万円 54.5%

9 億 8,915 万円 9億 6,338 万円 97.4%

9,487 万円 9,208 万円 97.1%

10 億 6,225 万円 10 億 2,645 万円 96.6%

1 億 1,556 万円 1億 1,372 万円 98.4%

4 億 4,408 万円 4億 1,613 万円 93.7%

3 億 6,166 万円 2億 8,102 万円 77.7%

8,056 万円 6,987 万円 86.7%

32 億 1,004 万円 29 億 9,639 万円 93.3%

基金（貯金）

基金名 3月末現在高

財政調整基金 12 億 6,499 万円

減債基金 5億 0,903 万円

ふるさと創生基金 2億 6,838 万円

ふるさと水と土保全対策基金 111 万円

まちづくり基金 10 億 8,111 万円

地域福祉基金 2億 8,572 万円

人材育成基金 5,043 万円

ふるさと

応援基金

子どもとおとしより 338 万円

資源と環境 222 万円

文化 501 万円

土地開発基金 1億 1,428 万円

興学資金 1,928 万円

小水力発電事業基金 0万円

特別会計
国民健康保険事業基金 4,808 万円

介護給付費準備基金 7,431 万円

合計 37 億 2,733 万円

町債 (借金）

事業債名 3月末現在高

一般会計事業債 71 億 6,459 万円

うち過疎債 26 億 7,100 万円

簡易水道事業債 16 億 0,297 万円

下水道事業債 21 億 3,677 万円

農業集落排水事業債 5億 0,470 万円

合計 114 億 0,907 万円

一時借入金
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混ぜればごみ、分ければ資源　ごみの分別特集『可燃ごみ』

驚き !! 可燃ごみの水分量

いやな臭いが軽減される！

ごみ出しの時、ごみ袋が少し軽くなる！

効率よく焼却できエネルギーの節約！

温暖化の原因となる二酸化炭素の排出抑制！

水分を減らすと、いろいろ良いことが

税務住民課（環境衛生係）☎７７－１１１３

問い合わせ先

　益田市、津和野町、吉賀町の可燃ごみを処理する益

田地区広域クリーンセンターに搬入されたごみの性質

を分析したところ、ごみの約４０％が水分でした。

　一方、平成２７年度に町が収集した可燃ごみは

８９３トンでした。町全体の可燃ごみ量に、ごみ質分

析の比率を単純に当てはめると３５７トンが水分とい

うことです。

　驚きですね！！

　この約４０％の水分を含んだごみを燃やすとなる

と、それだけ燃料も必要となります。

（平成 27 年度ごみ質分析より）

①水に濡らさない！

　玉ねぎの皮や野菜くずを、最初に取って水に濡らさない。

②もうひとしぼり！

　水切りネットなどを利用し、捨てる前に水気をよく切る。

③指定ごみ袋の口をきちんとしばって排出する！

　口がきちんとしばられていないと雨天時に水が入ります

家庭でできる、カンタン水切り工夫

一部の集積所において、収集できない『みぞのヘドロ』と

思われるモノが排出されていました。そもそも『土』は排

出禁止です。また水分を大量に含んだ物は、収集車両の清

掃を困難にさせます。『ヘドロ』は出さないでください。

ご協力をお願いします。

出さないでください『ヘドロ』【排出禁止ごみ】

溝のヘドロのようなモノ（水分も多量に含む）

よく縛って

排出しましょう！
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お知らせコーナー

●コインパーキングで、「１日最大○○円」

「２４時間最大△△円」などと表示されて

いるのに、２４時間を超えると料金体系が

変わり、想定以上の料金を請求される事例

が見られます。

●一見しただけでは利用条件が分かりにく

い表示も一因です。利用する前に、看板な

どに大きく表示されている内容だけでな

く、出入口付近や精算機付近などの詳細な

利用条件にも目を通しましょう。

●業界団体では、２０１４年９月より表

示・運用に関するガイドラインを定めてい

ます。困ったときは、お住まいの自治体の

消費生活センター等にご相談ください（消

費者ホットライン１８８）。

県消費者センター０８５２－３２－５９１６
石見地区相談室　０８５６－２３－３６５７
役場税務住民課　０８５６－７７－１１１３

イラスト：黒崎　玄

文化振興事業　【桂米朝一門会】が吉賀町へやってくる！

期日・会場・チケット等

開催日時：平成２９年３月２０日（祝月）

　　　　　開場　１３：３０より

　　　　　開演　１４：００より

会　　場：吉賀町ふれあい会館

　　　　　島根県鹿足郡吉賀町柿木村柿木 500 番地 1

チケット：一般　１，０００円

　　　　　小学生以上高校生以下　５００円

販売開始：平成２９年１月２１日（土）

販売場所：決定次第お知らせします。

問い合わせ先

吉賀町文化事業実行委員会事務局

（吉賀町教育委員会内）

☎０８５６－７７－１２８５

　２７年度に設立した吉賀町文化実行委員会が主催の文化振興事業が行われます。今回は落語。桂米

朝一門会を招待します。これを機に芸術文化にふれてみてはいかがですか。

桂ざこば 桂南光

見守り新鮮情報　第２５９号（2016 年 8 月 9 日）発行：独立行政法人国民生活センター

ほか３名



5　　広報よしか　2016 年 10 月号　№ 132

お知らせ

あなたの「働きたい」を応援します！

あなたの「働きたい」を応援します！

　サポステは、１５歳から３９歳までの働くことに不安や悩みを抱える若者の就労支援窓口

です。出張セミナーでは、ビジネスマナーや自己分析などを行います。

厚生労働省・島根県委託事業

出張相談会

　日時：１０月２８日（金）１１時～１３時

　会場：ハローワーク益田１階相談室

出張セミナー

　日時：１０月２８日（金）１５時～１６時

　会場：益田市子ども若者支援センター

しまね西部若者サポートステーション

TEL ＆ FAX　０８５５－２２－６８３０

一人で悩まず

まずはご相談を

サポエル

オータムジャンボ宝くじ　販売開始

オータムジャンボ
５億円
１等・前後賞合わせて

（1等 3憶円・前後賞各 1億円）

販売期間9/26(月)～10/14(金）

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は

市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ

ま
す
。

１枚　３００円

公益財団法人　島根県市町村振興協会



求人情報コーナー

●正社員募集

　以下の、求人情報に関する詳細は、吉賀町無料職業紹介所（役場企画課内）へ、お問い合わせ

ください。

職種・仕事内容 採用人数 年齢 賃金

㈲堀本工務店 経理事務、工事原価等、電話対応 1 不問 130,000 円～ 160,000 円／月

ヨシワ工業㈱六日市工場 機械保全工（機械系・電気系） 2 不問 170,000 円～ 240,000 円／月

ヨシワ工業㈱初見工場

鋳造支援システムの開発運用業務、ＯＡ関
連の補助作業

1 不問 170,000 円～ 240,000 円／月

機械保全工（機械系・電気系） 2 不問 170,000 円～ 240,000 円／月

㈲村上建設 一般土木・施工管理 2 不問 9,500 円～／日給

㈱エポックかきのきむら 生椎茸等菌床製造・管理作業員 1 40 歳以下（省令 3 号のイ） 127,600 円／月

社会医療法人石州会
六日市病院

事務員 1 不問 120,910 円～ 166,490 円／月

介護福祉士 5 不問 146,910 円～ 191,100 円／月

看護補助者 若干名 不問 121,420 円／月

准看護師 若干名 不問 165,150 円～ 225,070 円／月

看護師 若干名 不問 198,690 円～ 403,700 円／月

㈱マツウラ
スポーツシューズ製造業務（組合せ、取付、
貼り付け、ミシンによる縫い合わせ等）

若干名 不問 160,000 円／月

㈱ツチヨシ産業 技能職（中子） 2 18 歳以上（省令 2 号） 160,000 円～ 200,000 円／月

田原資材㈱ 大型運転手 1 不問 160,000 円／月

問い合わせ先：吉賀町無料職業紹介所（役場企画課内）　毎週木曜開設☎７７－１４３７

　　　　　　　ホームページ　http://www.town.yoshika.lg.jp

●パート募集
職種・仕事内容 採用人数 年齢 賃金

㈱ＭＡＣ

生産管理事務 1 不問 112,800 円／月

裁断された生地の仕分け等の軽作業 1 不問 112,800 円／月

裁断された生地の仕分け等の軽作業 1 不問 720 円／時給

㈱ジュンテンドー六日市店 レジ、接客、商品搬入、管理他 2 不問 720 円／時給

㈱丸久サンマート六日市店

伝票整理、売上計算事務 2 不問 800 円～／時給

惣菜の商品製造、陳列 2 不問 800 円～／時給

青果の商品加工、陳列 2 不問 780 円～／時給

西日本クリーンサービス㈱ むいかいち温泉ゆらら清掃作業 6 不問 730 円～ 800 円／時給

㈱郷里キッチン雅 ホール及び宴会場スタッフ 2 不問
昼：900 円／時給
夜間・宴会：950 円／時給

養護老人ホーム銀杏寮
介護職員 1 不問 6,000 円／日

介護職員／（介護職員初任者資格） 1 不問 7,800 円／日

㈱丸久サンマート六日市店 販売（夜間レジ） 2 不問 800 円～ 900 円／時給

㈱休暇村サービス
（むいかいち温泉ゆらら）

プール係 1 不問 700 ～ 800 円／時給

調理補助係（調理場内で食器類の準備片付け、
洗い場作業、料理の盛り付け、野菜などを行う

1 不問 700 ～ 750 円／時給

調理係 / 宿泊客の食事、日帰宴会、レスト
ランでの調理に従事

1 不問 700 ～ 900 円／時給

あかまつ工業 スポット溶接、プレス加工 2 不問 750 円／時給

丸井仮設工業㈱六日市工場 軽作業員 2 不問 850 円／時給

アイ・コーポレーション㈱ 販売店員（ローソン六日市 IC 店） 5 不問 750 円～ 938 円／時給

ヨシワ工業㈱初見工場 鋳物工（溶解・造型・仕上） 若干名 不問 900 ～ 1,310 円／時給

六日市郵便局 郵便物配達員 1 不問 820 円／時給

小田農園 農作物集出荷作業員 2 不問 750 円～ 900 円／時給

企業警備保障石見支社 交通誘導警備 5 18 歳以上（省令 2 号） 6,400 円／日給

㈱もくれん 園芸作業員 8 不問 800 円～ 830 円／時給

※広報紙発行日には、すでに募集が終了している場合もあります。

※広報紙発行日には、すでに募集が終了している場合もあります。

平成 28 年 9 月 8 日現在
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１０月は里親月間

　さまざまな事情により家族と一緒に生活することが出来ない子どもたちがいます。里親とは

こうした子どもたちを自分の家に迎え入れ、家庭的な環境の中で愛情を込めて養育してくださ

る方です。

　里親の家庭で愛情に包まれて家族の一員として暮らすことにより、子どもたちは一人の人間

として大切にされ、愛されているという感覚を持ちながら育つことが出来ます。

～子どもたちに家庭のぬくもりを～

　里親には、子どもが親と一緒に生活出来るようになるまで養育する「養育里親」と養子縁組

により養親となることを希望する「養子縁組里親」があります。（このほかに専門里親、親族

里親があります。）

　子どもが好きであり、愛情と熱意を持って、真心を込めて養育してくださる方を求めていま

す。養育里親の場合は、長期の養育だけでなく、月に１～２回程度、主に土日や長期休み中に

数日間といった短期間の家庭生活体験をさせてくださる方も求めています。

　里親になるためには特別な資格は必要ありませんが、必要な研修を受講すること、里親を希

望する方とその同居人が欠格事由に該当しないこと、経済的に困窮していないことが必要です。

～子どもたちのために、あなたにも出来ることがあります～

里親となるまでの流れ（養育里親の場合）

相談

（窓口）

児童相談所

家庭訪問

調査

研修

受講

申請書類

提出

社会福祉

審議会の

意見聴取

里親認定

登録

子どもの

養育

中央児相基礎研修　H24.10.3（水）実施（対象：里親希望者、内容：里親制度の基礎を学ぶ）

●里親制度に関心がある方はお問い合わせください。

　中央児童相談所　℡ 0852-21-3168　隠岐相談室　　　℡ 08512-2-9706

　出雲児童相談所　℡ 0853-21-0007　浜田児童相談所　℡ 0855-28-3560

　益田児童相談所　℡ 0856-22-0083

■欠格事由：里親希望者及び同居人が

　　　　　　①成年被後見人又は被保佐人

　　　　　　②禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなるまでの者

　　　　　　③児童福祉法等で罰金の刑に処せられ、

　　　　　　　その執行を終わり、又は執行を受けることがなくなるまでの者

　　　　　　④児童虐待ほか児童の養育に関し著しく不適当な行為を行った者

　　　　　　　＊ H23.6.3 法改正により、①は同居人を除くものとされた。
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お知らせ



9　　広報よしか　2016 年 10 月号　№ 132

お知らせ

Ｂ型肝炎ワクチンの定期接種が始まります！

　予防接種施行令等の改正により平成２８年１０月１日からＢ型肝炎ワクチンが定期接種化さ

れます。

　Ｂ型肝炎ウイルスは、人の肝臓に感染して一過性感染あるいは持続感染（キャリア）を起こ

します。持続感染の多くは生まれたときや乳幼児期の感染で成立することが知られており、大

人になって慢性肝炎になることがあります。そして、そのうちの一部の人では肝硬変や肝臓が

んなど命に関る病気を引き起こすこともあります。ウイルスへの抵抗力 (免疫力）がつきやす

い乳児期に接種をして予防することが大切です。

開始時期

　※開始時期より前に接種された場合は、任意接種となり公費助成の対象にはなりません。

対象者

※医療機関で、母子感染予防のため抗ＨＢｓ人免疫グロブリンと併用してＢ型肝炎ワクチンの

　接種を受ける場合は健康保険が適用されるため、定期接種の対象外となります。

※平成２８年４月１日以降に生まれた子どもさんが、平成２８年１０月１日以前に任意で接種

　している場合、残りの未接種分については１歳未満までは定期接種で受けることができます。

平成２８年４月１日以降に生まれた１歳未満の子どもさん

平成２８年１０月１日～

接種回数と接種間隔

　生後２ヶ月を過ぎて２７日以上の間隔を空けて２回接種したのち、１回目の接種から 139 日

を経過したあとにさらに１回接種する。

（標準的には生後２ヶ月から９ヶ月に至るまでの期間に３回接種することが望ましい）

１歳を過ぎると定期接種の対象外となります。

※平成２８年４月、５月生まれの子どもさんは、１０月時点で生後５～６ヶ月が経過している

　ので、接種できる期間が短く１歳までに完了するためには接種日程の管理が重要となります。

　主治医や役場保健福祉課とよくご相談ください。

指定医療機関

詳細は、役場保健福祉課へお問合せください。

問い合わせ先

吉賀町役場保健福祉課　☎７７－１１６５

お子さんの月齢や接種

回数をご確認の上、詳

しくは保健福祉課まで

ご連絡ください
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お知らせ

１０月１日～１０月７日は「公証週間」です

　独り暮らし高齢者（認知症等）が急増し，島根県でも，これら高齢者から金銭を騙し取る

「特殊詐欺」の被害が過去最高になっています。「法化社会」，「自己責任の時代」と言われる今，

暮しの安心・安全は何より重要なテーマです。

　公正証書は，法務大臣から任命された法律の専門家である公証人が作成する公文書で，特別

な効力があり，法的安心・安全の仕組づくりに大きな役割を果たしています。

公証証書があなたの

を守ります
☆公証役場は国の機関。相談無料・秘密厳守・気軽にご相談を !!

　相談受付時間　９：００～１６：３０（土、日、祝日を除く）

☆休日無料　相続 ･遺言 ･任意後見 ･離婚給付 (養育費 )･ その他の契約などの公証法律相談

　１０月の開催日　　１０月２日　１０：００～１５：００(要予約 )

浜田公証役場

浜田市野原町 1826 番地 1（いわみーる ２Ｆ）　☎　０８５５－２２－７２８１

問い合わせ先

リサイクルプラザ工房～体験教室参加者募集～

日時 教室内容 定員

10 月 8 日（土）

ガラスヒュージョン

（ガラスの破片を使用してペンダント・ブローチ・

置物など作成します。）

裂き織り・毛糸織り

（古布、古毛糸を織り機を使ってテーブルセンタ―

などを作成します。）

いろいろなエコバック

（傘布、カレンダーなど工房にて用意しています。）

トレーで紙ひこーき

小物入れ

１～７名

10 月 15 日（土）

10 月 22 日（土）

11 月 12 日（土）

11 月 19 日（土）

11 月 26 日（土）

12 月 10 日（土）

12 月 17 日（土）

12 月 24 日（土）

いずれも９～１２時

　９月２６日から承ります。

※平日に視察、体験工房を希望される方は５名以上でお願いします。

申込み

鹿足郡不燃物処理組合　吉賀町幸地１３１９　☎　７７－１５６８

問い合わせ先
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吉賀高校支援

吉
賀
高
校
支
援
室
だ
よ
り

　

七
月
下
旬
に
、
県
外
町
外
の
生
徒
・
保

護
者
さ
ん
を
対
象
と
し
た
バ
ス
ツ
ア
ー
が

あ
り
ま
し
た
。
高
校
の
活
動
の
紹
介
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
方
の
ご
協
力
で
有
機
野

菜
の
カ
レ
ー
や
サ
ラ
ダ
を
振
舞
っ
た
り
、

吉
賀
町
の
Ｐ
Ｒ
を
し
た
り
し
て
、
吉
賀
町

の
魅
力
も
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

８
月
11
日(

木)

～
14
日(

日)
 
 

愛

媛
県
伊
予
市
に
て
「
16
マ
ド
ン
ナ
カ
ッ
プ

in
伊
予
市
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ジ
ャ
パ
ン
女
子

ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

【
予
選
グ
ル
ー
プ
】
吉
賀
高
校
茅
原
・
小

田
ペ
ア
２
対
１
熊
本
県
代
表
・
城
北
高
校

ペ
ア

【
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
】
吉
賀
高

校
茅
原
・
小
田
ペ
ア
０
対
２
東
京
都
共
栄

学
園
高
校
ペ
ア

　

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
は
初
め
て
の
挑
戦
で
し

た
が
、
小
学
校
２
年
生
か
ら
一
緒
に
バ

レ
ー
を
始
め
て
、
中
学
・
高
校
と
10
年
間

共
に
練
習
を
続
け
て
き
た
二
人
の
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、

全
国
の
舞
台
で

も
十
分
に
通
用

す
る
も
の
で
し

た
。

吉
高
の
魅
力

吉
賀
高
校　

暑
い
熱
～
い
夏
を

　
　
　
　
　
　

過
ご
し
ま
し
た
！

サ
ッ
カ
ー
部
フ
ッ
ト
サ
ル
全
国
大
会

予
選
リ
ー
グ
敗
退

　

吉
賀
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
全
国
体
出
場
に
、
温
か
い
ご
支
援
と

熱
い
ご
声
援
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、

サ
ッ
カ
ー
部
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
と
も
に
胸
を
張
っ
て
全
国
大
会
に
臨
む
こ
と
が
で
き
、

全
国
の
舞
台
で
吉
高
生
ら
し
く
粘
り
強
く
戦
い
、
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

バ
レ
ー
部
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
全
国
大
会

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出

　

８
月
４
日(

木)

～
７
日(

日)

宮
城

県
仙
台
市
に
て
「
第
３
回
全
日
本
ユ
ー
ス

（
Ｕ-

18
）
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
予
選
リ
ー
グ
の
結
果
は
以
下

の
通
り
で
、
残
念
な
が
ら
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
進
出
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

【
第
１
対
戦
】
吉
賀
高
校
２
対
８
フ
ッ
ト

ボ
ウ
ズ
・
フ
ッ
ト
サ
ル
Ｕ-

18(

関
東
地

域
第
１
代
表)

 

　

【
第
２
対
戦
】
吉
賀
高
校
１
対
12
帝
京
長

岡
高
校(

北
信
越
地
域
代
表)

【
第
３
対
戦
】
吉
賀
高
校
１
対
15
白
樺
学

園
高
校(

北
海
道
地
域
第
２
代
表)

　

選
手
た
ち
の

最
後
ま
で
諦
め

る
こ
と
な
く
、

粘
り
強
く
必
死

で
ボ
ー
ル
を
追

う
姿
は
す
ば
ら

し
い
も
の
で
し

た
。

　

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
、
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
の
全
国
大
会
出
場
に
伴
っ

て
行
わ
れ
た
寄
付
金
の
総
額
は
、
約

６
０
０
万
円
！
た
く
さ
ん
の
方
々
が
、
協

力
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地

つ
け
ら
れ
、
熱
い
声
援
を
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
全
国
大
会
出
場
を
き
っ
か
け
に
、

わ
が
町
の
高
校
を
み
ん
な
で
応
援
し
よ
う

と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
っ
た
夏
に
な
り
ま

し
た
。

域
の
方
が
企
画

さ
れ
た
フ
ッ
ト

サ

ル

の

パ

ブ

リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
に
も
、

た
く
さ
ん
の
方

が
応
援
に
駆
け

あ
つ
い
夏
、
そ
の
１　

高
校
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

あ
つ
い
夏
、
そ
の
２　

全
国
大
会
出
場

あ
つ
い
夏
、
そ
の
３　

全
国
環
境
サ
ミ
ッ
ト

　

教
育
委
員
会
の
「
サ
ク
ラ
マ
ス
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
も
紹
介
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
、
全
国
環
境
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
期
間

中
の
食
事
、
吉
賀
町
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
は
、
地
域
の
方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
充
実
し
た
も
の

に
な
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
生
徒
さ
ん

や
先
生
方
に
も
、
大
好
評
の
サ
ミ
ッ
ト
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。
皆
さ
ん
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

夕食には、吉賀町の有機食材を

たっぷり使ったバイキング料理

を準備し、大好評でした！
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サクラマス

　

８
月
８
日
～
10
日
の
３
日
間
に
わ
た
り

「
全
国
高
校
生
自
然
環
境
サ
ミ
ッ
ト
in
吉

賀
」
が
吉
賀
高
校
を
主
体
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
17
回
を
迎
え
た
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
に
は

北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の
環
境
の
授
業
や

活
動
を
し
て
い
る
13
校
と
、
主
催
校
の
吉

賀
高
校
を
加
え
た
14
校
が
集
ま
り
、
高
津

川
を
中
心
に
「
森
・
里
・
海
」
ま
で
を
学

び
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
の
趣
旨
は
環
境
を
学
ぶ

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
教
員
な
ど
が

主
導
す
る
の
で
は
な
く
、
司
会
進
行
そ
し

て
運
営
ま
で
を
高
校
生
が
主
体
と
な
っ
て

活
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
校
生
同
士

が
学
び
合
い
、
自
主
的
な
活
動
に
よ
っ
て

自
ら
が
考
え
行
動
す
る
と
い
う
高
校
生
に

と
っ
て
は
と
て
も
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
も
の

で
す
。

　

初
日
に
岩
国
空
港
や
新
幹
線
で
集
ま
っ

た
全
国
の
高
校
生
は
、
高
津
川
の
水
源
地

か
ら
深
谷
大
橋
ま
で
移
動
し
、
高
津
川
の

始
ま
り
や
河
川
争
奪
に
つ
い
て
な
ど
を
吉

賀
高
校
の
生
徒
の
説
明
に
よ
っ
て
学
び
ま

す
。
２
日
目
は
「
き
の
こ
」
「
川
」
「
田
ん

ぼ
」
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
午
後
に
は
益
田
の

津
田
海
岸
で
「
ハ
マ
グ
リ
調
査
」
を
行
い

ま
し
た
。

　

２
日
目
の
夜
か
ら
３
日
目
に
か
け
て
グ

ル
ー
プ
で
学
習
し
た
こ
と
を
通
し
て
討
論

し
、
学
習
し
た
こ
と
を
発
表
し
あ
い
、
最

後
に
は
自
分
た
ち
が
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
視

全国高校生自然環境サミット
　　　　　　　　in 吉賀町 開催

高校魅力化サクラマスコーディネイター

　　　　　　　　　　　　　　坂田　紀之

大
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
を
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
会
終
了
後
の
感
想
に
も
今
ま
で
の
サ

ミ
ッ
ト
に
は
な
い
地
域
と
の
関
わ
り
と
協

力
体
制
を
持
っ
た
吉
賀
町
を
う
ら
や
ま
し

い
と
い
う
よ
う
な
教
員
の
感
想
も
あ
り
、

吉
賀
町
の
力
を
結
集
し
た
す
ば
ら
し
い
大

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

吉
賀
高
校
の
生
徒
は
全
国
の
高
校
生
と

身
近
に
ふ
れ
あ
い
、
意
見
を
交
換
し
自
分

の
意
見
を
積
極
的
に
伝
え
る
こ
と
も
学

び
、
改
め
て
吉
賀
町
を
見
つ
め
る
こ
と
で

点
で
環
境
活
動

を
し
て
い
く
か

の
「
環
境
宣
言
」

を
確
認
し
あ
っ

て
大
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

今
回
こ
の
大

会
を
開
催
す
る

に

あ

た

っ
て

は
、
吉
賀
町
の

高
校
支
援
室
を

は

じ

め

企

画

課
・
産
業
課
の

ご
支
援
と
食
事

に
関
し
て
は
有

機
農
業
に
関
わ

る
皆
様
が
全
面

的
に
関
わ
っ
て

い
た
だ
き
、
大

成
功
の
う
ち
に

高津川の水源地で河川争奪を学ぶ

グループワークで議論を重ねる 津田海岸でハマグリ調査をする様子

「川」の生き物を採取し調査する

高
校
生
活
に

お
い
て
大
き

な
財
産
を
得

る
こ
と
が
で

き
た
よ
う
な

気

が

し

ま

す
。

３日間の成果をまとめ「環境宣言」
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保健福祉だより

　吉賀町食生活改善推進協議会（友重紀美子会長）が夏休

みに小中学生を対象にした食に関する教室を開催しまし

た。

　柿木中学校では、毎年恒例となりました自立した大人へ

の第一歩、自分のことは自分でできる大人になるための

きっかけづくり、中学生に必要な栄養を学ぶことを目的と

して第６回目の食育スクールを開催しました。部活ごとの

班編成で合計３日間で、1年生から 3年生が参加しました。

メニューは、鶏のから揚げ、卵焼き、小松菜とハムの和え

物、たけのことにんじんの含め煮、南瓜芋餅、にんじんご

はんでバランスも彩りもよいお弁当を作りました。

　今年度は新たに吉賀中学校でも食育スクールを開催しま

した。七日市・朝倉地区の食生活改善推進員により、部活

ごとの班編成で合計２日間で、1 年生から 3 年生が参加し

ました。　

　メニューは柿木中学校と同じでしたが、初開催というこ

ともあり、なぜこの食育スクールを開催したか、何を目的としているかについて生徒たちにお話し、

中学生に必要な栄養素と彩のよいお弁当を作るにはについて管理栄養士の大庭知子さんにお話いた

だきました。

　生徒さんたちの手際もよく、両中学校とも調理開始から１時間ほどで完成しました。完成後はお

弁当箱に詰めたものを生徒と食改一緒に食べました。最初は緊張していた子どもたちも食事のとき

は感想や日頃の食事について話をしながら和気藹々とした雰囲気になりました。柿木中学校で実施

してきたことが、今年度吉賀中学校に波及し、今後は全町に波及し吉賀町の中学生全員が自立した

大人への第一歩を踏み出してくれることを願っています。

食育コーナー　夏休み、 様々な食育教室が開催されました

　８月２２日には柿木公民館において小学生１～３年生を

対象にした親子料理教室を開催し、親子総勢３０人が参加

しました４班に分かれて、オープンいなり、みそ汁、揚げ

ない酢鶏、簡単ナムル、カラフル白玉ぜんざいの５品を作

りました。食生活改善推進員から主食や主菜、副菜など種

類別に盛りつけ、バランスよく食べることのお話がありま

した。食後は食に関するクイズやゲームなどで知識も身に

つけました。にぎやかに楽しく過ごした一日でした。

自立した大人への第一歩

彩りも鮮やかな弁当の完成

だんだん手際が良くなる生徒

初開催で食について学ぶ 親子で調理する様子 出来上がった料理



15　　広報よしか　2016 年 10 月号　№ 132

保健福祉だより

健康コーナー 　このコーナーでは様々な健康に関する情報をお伝えします。自身

の生活習慣の見直しと実践に役立ててもらえればと思います。

　今回は『結核予防週間』　についてご紹介します。

結核はひとごとではない

～９月２４～３０日は結核予防週間～

　明治時代から昭和２０年代までの永い間、「国民病」「亡国病」と恐れられていた結核。５０

年前までは、年間死亡者数も１０数万人に及び、死亡原因の第１位でした。医療や生活水準の

向上により、薬を飲めば完治できる時代になりましたが、過去の病気と思っていたら大間違い

です。今でも１日に５０人の新しい患者が発生し、５人が命を落としている日本の重大な感染

症です。

ポイント①
せきが出るときには周りの方へうつさないためにマスクを着用しましょう。

通常は免疫機能が働いて、結核菌の増殖を抑えます。ただ、免疫力だけでは結核菌を殺すこ

とができないので、免疫力が弱まると発病するケースが増えています。

結核がどんな病気？

○せきが２週間以上つづく

○タンが出る

○急に体重が減る

○からだがだるい

○お年寄りが急に弱ってきた

こんな時は病院へ

○適度に運動する

○睡眠を十分にとる

○好き嫌いせずバランスのとれた食事をする

○タバコを吸わない

結核の予防と治療

ポイント②
お年よりは倦怠感が続いたり、急にやせ衰えてきた場合は、結核かもしれません。

心当たりのあるときは早めに医療機関を受診しましょう。
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今
月
の
本
の
紹
介
（
西
部
読
書
普
及
セ
ン
タ
ー
の
本
）

吉
賀
町
立
図
書
館

図
書
室
だ
よ
り

　

こ
の
世
の
中
に
は
、
「
空
気
を
読
む
人
は
、
空
気

を
読
ま
な
い
人
に
振
り
回
さ
れ
る
」
と
い
う
変
な

法
則
が
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
み
ん
な
で
楽
し
い
話
を
し
て
い
る

の
に
、
妙
に
〝
重
～
い
話
〟
を
は
じ
め
て
、
場
を
シ
ー

ン
と
し
ら
け
さ
せ
る
。
時
間
に
ル
ー
ズ
で
、
集
合

時
間
を
す
ぎ
て
も
必
ず
待
ち
合
わ
せ
場
所
に
い
な

い
。
や
け
に
自
慢
話
ば
か
り
す
る
。
自
分
勝
手
な

こ
と
ば
か
り
言
う
。
そ
ん
な
人
の
た
め
に
、
イ
ヤ

な
思
い
を
さ
せ
ら
れ
る
、
わ
ざ
わ
ざ
フ
ォ
ロ
ー
に

入
っ
て
あ
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
れ
が
「
空

気
を
読
む
人
」
が
振
り
回
さ
れ
た
瞬
間
で
す
。
空

気
を
読
ん
で
い
る
と
、
こ
う
い
う
〝
面
倒
く
さ
い

こ
と
〟
が
必
ず
発
生
し
ま
す
。

中
学
ん
と
き　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保
寺
健
彦　
　
　

角
川
書
店

ソ
ナ
チ
ネ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
池
真
理
子　
　
　

文
藝
春
秋

ご
ん
た
く
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
條
奈
加　
　
　
　

光
文
社

ち
ゃ
ん
ぽ
ん
食
べ
た
か
っ
！　
　
　

さ
だ
ま
さ
し　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

ホ
リ
デ
ー
・
イ
ン　
　
　
　
　
　
　

坂
本
司　
　
　
　
　

文
藝
春
秋

歳
月
が
く
れ
る
も
の　
　
　
　
　
　

田
辺
聖
子　
　
　
　

世
界
文
化
社

土ど
ば
く漠

の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月
村
了
衛　
　
　
　

幻
冬
舎

独
走　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堂
場
瞬
一　
　
　
　

実
業
之
日
本
社

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド　

羽
田
圭
介　
　
　
　

文
藝
春
秋

ア
ン
タ
ッ
チ
ャ
ブ
ル　
　
　
　
　
　

馳
星
周　
　
　
　
　

毎
日
新
聞
出
版

ま
っ
た
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

畠
中
恵　
　
　
　
　

文
藝
春
秋

モ
ダ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田
マ
ハ　
　
　
　

幻
冬
舎

オ
ー
ル
ド
・
テ
ロ
リ
ス
ト　
　
　
　

村
上
龍　
　
　
　
　

文
藝
春
秋

屋
根
屋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田
喜
代
子　
　
　

講
談
社

戦
場
の
聖
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
村
誠
一　
　
　
　

光
文
社

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１７：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木村柿木 79

　

空
気
を
読
ん
で
い
る
と
き
、
「
い
い
人
の
フ
リ
」
を
し
て
い
ま
す
。
誰
か

ら
も
嫌
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
反
感
も
買
わ
な
い
よ
う
に
し
て
、
危
険
も
お

か
さ
な
い
の
で
、
基
本
的
に
は
「
安
全
」
が
手
に
入
り
ま
す
。
で
も
、
逆

に
言
え
ば“

無
難”

し
か
手
に
入
り
ま
せ
ん
。
「
い
い
人
」
で
い
る
と
、
自

分
の
世
界
が
広
が
っ
た
り
、
す
ご
く
楽
し
い
と
心
躍
っ
た
り
す
る
こ
と
が
、

な
か
な
か
手
に
入
り
ま
せ
ん
。

（
心
配
し
す
ぎ
な
く
て
も
だ
い
じ
ょ
う
ぶ　

心
屋
仁
之
助　

王
様
文
庫
）

図書館だより

吉賀町立図書館

［１０月のみたい号巡回日］

七光・朝倉・双葉保育所　　　　　　　　２７日

柿木・木部谷保育所・六日市保育所　　　２８日

柿木小学校　　４・１８日　柿木中学校　１８日

蔵木小学校　　５・１９日　蔵木中学校　１９日

七日市小学校　４・２０日　吉賀中学校　２０日

朝倉小学校　　５・２１日　六日市小学校１４日

※都合により日程変更の場合があります。

[休館日 ]

＊毎月曜日と祝日。

［図書返却箱の設置場所について］

柿木、七日市、朝倉、蔵木の公民館。

開館時間　９：００～１７：００　

電話　７７－１８５０

島根県鹿足郡吉賀町六日市６４８

【
郷
土
史
コ
ー
ナ
ー
】

　

町
内
の
文
化
財
を
ご
紹
介
す
る
展
示
を

し
て
い
ま
す
。
９
月
は
「
鈴
の
大
谷
」「
大

野
原
三
島
神
社
」
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
10
月
は
、
「
道
路
標
識
（
蔵
木
境
界

石
・
七
日
市
案
内
標
識
）
」
「
街
道
の
瀬
渡

し
」
「
石
楠
花
自
生
林
」
「
平
栃
の
滝
」
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
人
形
劇
公
演
】

　

８
月
27
日
（
土
）
に
ほ
ほ
え
み
会
（
蔵

木
）
の
皆
さ
ん
に
よ
る
人
形
劇
等
の
公
演

を
行
い
ま
し
た
。
お
題
は
、
「
じ
ご
く
の

そ
う
べ
え
」
で
し
た
。
約
40
名
余
り
の
児

童
や
親
子
連
れ
が
来
ら
れ
、
人
形
劇
の
鑑

賞
と
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
や
ク
イ
ズ
な
ど
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。
秋
に
は
、

セ
カ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ア
ー
も
計
画

し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
図
書
館
に
お
い
で

下
さ
い
。

　　《図書館利用状況８月》
　●貸出総数　３，４９６冊
　●貸出人数　　 ６１８人
　●来館者数　１，１０２人
　《ベスト・リーダー！８月》
「晩秋の陰画（ﾈｶﾞﾌｨﾙﾑ）」　山本　一力　　著
「総理に告ぐ」　　　　　　永瀬　隼介　　著
「疾（はし）れ、新蔵」　　志水　辰夫　　著
「アルゴリズム・キル」　　結城　充考　　著
「コンビニ人間」　　　　　村田　沙耶香　著

[ お知らせ ]
・１０月１日～２０日　　島根県立図書館　所蔵
　「笑顔で読み聞かせフォトコンテスト作品」展示
・１０月２２日
　民話サークル（ぽんぽこりん）による紙芝居公演
・１０月２２日～１１月５日
　セカンド・ブック・フェアー（古本市）
　保育所園児の感想画展（１１月２日まで展示）
　（１１月６日きん祭みん祭六日市会場にて展示）

ブックトークの様子

人形劇の様子

【図書寄贈の御礼】

渡部亜夫　様（六日市）

村田綾美　様（広石）

ありがとうございました。
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新成人　ふるさと吉賀町に集う
　

８
月
15
日
、
成
人
式
が
六
日
市
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
成
人
を

迎
え
た
の
は
、
平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

対
象
者
72
名
の
う
ち
48
名
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

式
典
で
は
町
長
や
議
長
の
激
励
と
祝
福
を

受
け
、
新
成
人
を
代
表
し
て
重
藤
真
衣
さ
ん

が
、
家
族
や
先
生
や
仲
間
、
地
域
へ
の
感
謝

と
今
後
の
決
意
、
ふ
る
さ
と
吉
賀
町
へ
の
思

い
を
述
べ
ま
し
た
。
式
典
終
了
後

は
、
Ｉ
タ
ー
ン
で
吉
賀
町
広
石
在

住
の
菊
次
弥
生
さ
ん
に
、
『
吉
賀

町
か
ら
世
界
へ
！
そ
し
て
世
界
か

ら
日
本
へ
！
』
と
題
し
て
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

新
成
人
の
保
育
園
、
小
学
校
、
中

学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ

レ
タ
ー
が
上
映
さ
れ
る
と
、
会
場

は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

新成人を代表して決意を述べる重藤真衣さん

海外での経験談を講演した菊次さん
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８
月
21
日
（
日
）
、
恒
例
の
吉
賀
町
消

防
団
夏
季
訓
練
が
開
催
さ
れ
、
消
防
団
員

約
１
５
０
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

始
め
は
大
野
原
公
園
で
団
行
事
が
行
わ

れ
、
そ
の
後
広
石
の
五
郎
丸
城
跡
地
と
柿

木
の
報
国
寺
の
２
箇
所
に
分
か
れ
火
災
ぼ

う
ぎ
ょ
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
女
性
団
員

を
含
む
各
分
団
か
ら
車
両
、
ポ
ン
プ
を
出

動
さ
せ
、
中
継
放
水
訓
練
を
行
な
い
ま
し

た
。
送
水
中
継
で
は
、
分
団
同
士
連
携
し
、

中
に
は
ポ
ン
プ
操
作
に
苦
慮
す
る
場
面
も

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
全
て
の
筒
先
か
ら
放

水
が
行
な
わ
れ
、
成
功
裏
の
う
ち
に
訓
練

を
終
了
し
ま
し
た
。
暑
い
中
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
参
加
団
員
の
真
剣
な
取
り
組
み

で
、
団
員
同
士
で
の
情
報
共
有
や
火
災
時

吉
賀
町
消
防
夏
季
訓
練

の
具
体
的
な
活
動
な
ど
を
確
認
す
る
な
ど

有
意
義
な
夏
季
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
吉
賀
町
消
防
団
は
今
後
も

有
効
な
訓
練
を
実
施
し
て
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
消
防
団
に
入
っ
て
一

緒
に
活
動
し
た
い
方
や
興
味
の
あ
る
方
は

地
元
の
団
員
や
役
場
総
務
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

第
60
回
島
根
県
消
防
操
法
大
会
が
７
月

31
日(
日)

出
雲
市
の
出
雲
斐
川
西
中
学

校
で
開
催
さ
れ
、
県
内
の
各
地
か
ら
出
場

し
た
消
防
団
員
た
ち
が
日
ご
ろ
の
訓
練
の

成
果
を
競
い
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
ポ
ン
プ
車
と
小
型
ポ
ン
プ
の

二
部
門
あ
り
、
長
さ
20
メ
ー
ト
ル
の
ホ
ー

ス
３
本
を
つ
な
ぎ
、
放
水
で
標
的
を
落
と

す
ま
で
の
動
作
の
正
確
さ
と
ス
ピ
ー
ド
を

競
う
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
町
大
会
に
お
い
て
、
優
勝
し

た
第
３
分
団
（
ポ
ン
プ
車
の
部
）
、
第
８

分
団
（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
）
が
町
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。
大
会
は
県
内
か
ら

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
精
鋭
が
出
場
、
我
が

吉
賀
町
消
防
団
も
猛
暑
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

の
中
で
の
競
技
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
、
ポ
ン
プ
車
の
部
で
第
３
分
団
が

第
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

合
併
し
て
吉
賀
町
消
防
団
初
と
な
る
纏

ま
と
い

と
、
選
手
に
は
技
能
章
の
授
与
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
の

健
闘
を
心
よ
り
讃
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
吉
賀
町
消
防
団
は
、
町
民
の

皆
様
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
よ
り
い
っ
そ

う
の
訓
練
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
皆
様
方

島
根
県
操
法
大
会
開
催

の
こ
れ
ま
で
以
上
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

出
場
し
た
選
手
は
以
下
の
と
お
り
で
す

《
選
手
》

（
ポ
ン
プ
車
の
部
）
第
３
分
団

　

第
三
位

　
　

指
揮
者
（
部
長
）　

田
原
竜
也

　
　

一
番
員
（
部
長
）　

田
村
真
一

　
　

二
番
員
（
団
員
）　

佐
々
木
翔

　
　

三
番
員
（
団
員
）　

坂
下
恭
一

　
　

四
番
員
（
班
長
）　

永
安　

誠

　
　

補
助
員
（
部
長
）　

小
田
健
太
郎

（
小
型
ポ
ン
プ
の
部
）
第
８
分
団

　

第
十
九
位

　
　

指
揮
者
（
班
長
）　

河
野
雅
俊

　
　

一
番
員
（
団
員
）　

庵
野
晃
一

　
　

二
番
員
（
団
員
）　

竹
原
和
志

　
　

三
番
員
（
部
長
）　

前
田　

務

　
　

補
助
員
（
団
員
）　

田
渕
晋
平

できごと・話題

県大会のプレッシャーをはねのけ堂々の３位

猛暑の中、懸命に訓練に取り組む団員
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７
月
23
日
（
土
）
六
日
市
基
幹
集
落
セ

ン
タ
ー
で
「
吉
賀
町
か
ら
だ
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
栄
養
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
協
会
が
主
催
し
、
地
域
の
健
康
寿
命

を
延
伸
し
元
気
で
活
発
な
町
づ
く
り
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
、
町
民
や

行
政
関
係
者
ら
が
55
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

　

最
初
に
、
相さ

が
み
だ
い

模
台
病
院
医
師
の
安や

す
は
ら原

章あ
き
ひ
ろ浩

さ
ん
に
、
「
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て

の
会
話
か
ら
は
じ
ま
る
医
師
と
の
垣
根
の

な
い
信
頼
関
係
」
と
題
し
、
生
活
習
慣
病

の
早
期
発
見
に
つ
い
て
講
演
。

　

血
糖
値
や
血
圧
な
ど
検
査
結
果
の
デ
ー

タ
説
明
や
治
療
の
指
導
だ
け
で
な
く
、
医

師
と
し
て
患
者
さ
ん
の
不
安
、
疑
問
、
さ

ら
に
生
活
の
何
気
な
い
会
話
に
ま
で
話
し

合
え
る
関
係
を
作
る
こ
と
で
、
結
果
的
に

早
期
発
見
や
治
療
効
果
を
高
め
る
こ
と
に

吉
賀
町
か
ら
だ
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

つ
な
が
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
管
理
栄
養
士
の
廣ひ

ろ
せ瀬

直な
お
き樹

さ
ん

に
、
「
ロ
コ
モ
・
認
知
症
テ
ス
ト
と
高
齢

者
の
栄
養
管
理
術
」
と
題
し
、
管
理
栄
養

士
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
食
事
の
取
り
方

や
実
際
に
体
を
動
か
す
テ
ス
ト
を
交
え
て

講
演
。

　

65
歳
以
上
の
認
知
症
患
者
は
増
え
続
け

て
お
り
、
２
０
２
５
年
に
は
５
人
に
１
人

は
認
知
症
に
な
る
と
警
鐘
。
原
因
と
し
て
、

筋
力
や
骨
、
関
節
な
ど
の
衰
え
が
転
倒
、

骨
折
、
寝
た
き
り
と
、
負
の
連
鎖
を
引
き

起
こ
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
予

防
す
る
た
め
に
、
糖
尿
病
な
ど
糖
代
謝
に

異
常
が
な
い
方
で
あ
れ
ば
、
で
ん
ぷ
ん
は

毎
食
必
ず
食
べ
る
こ
と
、
で
ん
ぷ
ん
を
主

に
含
む
主
食
か
ら
食
べ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
と
て
も
わ
か
り
や

す
く
、
勉
強
に
な
っ
た
。
筋
肉
の
減
少
を

防
ぐ
栄
養
管
理
と
し
て
、
白
米
な
ど
の
で

ん
ぷ
ん
食
は
必
ず
摂
取
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

主
催
者
の
栄
養
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
協
会
代

表
の
岩い

わ
さ
き崎

真ま
さ
ひ
ろ宏

先
生
は
、「
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

を
通
じ
て
、
健
康
意
識
を
高
め
て
も
ら
い
、

住
民
を
健
康
で
笑
顔
に
す
る
こ
と
が
、
私

た
ち
の
使
命
。
今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
健

康
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
く
の
で
、
ぜ

ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

８
月
11
日
（
木
）
六
日
市
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー
で
「
子
ど
も
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体

験
会
in
吉
賀
町
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
会
は
、
株

式
会
社
ク
ロ
ス
ラ
ボ
が
主
催
し
、
子
ど
も

た
ち
に
小
さ
い
と
き
か
ら
パ
ソ
コ
ン
に
触

れ
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
楽
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
、
こ
の
日
は
、
町
内
の
親
子
連
れ
13
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
３
つ
の
コ
ー
ス
に
分

か
れ
、
用
意
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、

話
題
と
な
っ
て
い
る
人
気
ゲ
ー
ム
や
ア
メ

リ
カ
で
開
発
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ソ

フ
ト
の
体
験
を
行
い
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面

上
に
映
し
出
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
動

か
し
た
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
際
に
作
成
。

講
師
の
、
株
式
会
社
ク
ロ
ス
ラ
ボ
代
表
取

子
ど
も
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　

体
験
会
in
吉
賀
町

い
る
。
今
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
電
子
機
器
の
多
く
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
っ
て
動
い
て
い
て
、
生
活
に
か
か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
２
０
２
０
年
か

ら
は
小
学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
授
業

が
必
修
化
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
の
重
要
度
は
高
く
な
っ
て
い
く

と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
興
味
を
持
っ
て
ほ
し

い
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
体
験
会
を
開
催

し
て
い
く
の
で
、
参
加
し
て
ほ
し
い
。
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

で
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　

主
催
者
か
ら

は
、
「
子
ど
も
は
、

ち
ょ
っ
と
教
え
た

だ
け
で
操
作
で
き

る
よ
う
に
な
り
、

吸
収
力
や
発
想
力

に
は
毎
回
驚
い
て

締
役
の
松ま

つ
い井

義よ
し
ひ
ろ博

さ
ん
が
、
テ
キ
ス
ト
を

使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
操
作
説
明
な
ど
を

行
い
、
子
ど
も
た
ち
は
、
真
剣
な
眼
差
し

できごと・話題

講師の安原章浩氏

講師の廣瀬直樹氏

講師の松井義博氏

プログラミングを体験する参加者
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岩
本
晋
之
介
さ
ん
（
六
日
市
中
１
年
）

は
、
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権

（
12
歳
以
下
）
の
中
国
大
会
（
広
島
市
開

催
）
で
シ
ン
グ
ル
ス
も
ダ
ブ
ル
ス
も
優
勝

し
、
全
国
大
会
（
大
阪
府
で
８
月
９
～
16

日
）
を
シ
ン
グ
ル
ス
第
９
シ
ー
ド
、
ダ
ブ

ル
ス
第
６
シ
ー
ド
で
臨
み
ま
し
た
。
結
果

は
単
ベ
ス
ト
16
、
複
ベ
ス
ト
８
と
い
う
悔

し
い
成
績
で
し
た
。
こ
の
大
会
12
歳
以
下

で
は
３
年
連
続
出
場
と
な
り
準
備
万
端
で

試
合
に
入
り
ま
し
た
が
、
相
手
の
方
が
一

枚
上
手
で
し
た
。
課
題
が
見
つ
か
り
ま
し

た
の
で
も
っ
と
練
習
し
て
次
回
の
全
国
大

会
で
は
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。

テ
ニ
ス
中
国
大
会
単
複
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
国
大
会
へ

農
産
加
工
セ
ミ
ナ
ー
第
２
回

　

素
材
の
下
処
理
＆

　
　

製
品
づ
く
り
に
向
け
て

（
Ⅰ
）

や
ジ
ャ
ム
、
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
作
り
、

包
装
し
て
、
受
講
生
が
作
っ
た
表
ラ
ベ
ル

を
貼
り
、
最
後
に
食
品
表
示
を
貼
っ
て
販

売
で
き
る
形
に
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
の
た

め
、
実
際
の
販
売
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
製

品
づ
く
り
を
体
験
し
ま
す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
、
吉
賀
町
の
素

材
を
生
か
し
た
加
工
品
が
一
つ
で
も
多
く

誕
生
し
、
吉
賀
町
が
よ
り
魅
力
の
あ
る
町

に
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

吉
賀
町
で
は
、
毎
月
第
４
火
曜
日
に
柿

木
保
育
所
内
の
子
育
て
支
援
室
で
子
育
て

サ
ロ
ン
を
開
所
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
同
じ
月
齢
の
園
児
や
お

友
だ
ち
と
関
わ
り
を
深
め
、
広
い
園
庭
で

伸
び
伸
び
と
体
を
動
か
し
、
様
々
な
遊
び

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
育
所
の
給
食
を
一
緒
に
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
る
た
め
、
子
ど
も
の
食
生
活
に
悩

む
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
は
家

庭
で
の
食
事
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
、
今
後
、

保
育
所
へ
の
入
所
を
検
討
さ
れ
て
い
る
ご

家
庭
に
は
、
保
育
所
生
活
を
体
験
す
る
良

い
機
会
と
な
っ
て
ま
す
。

子
育
て
サ
ロ
ン

　
　

交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

できごと・話題

トマトのピューレづくり

　

食
品
加
工
の
基
礎
を
学
ん
だ
受
講
生

が
、
素
材
の
下
処
理
を
学
び
ま
し
た
。
原

材
料
を
一
次
加
工
し
て
保
存
し
て
お
く

と
、
様
々
な
素
材
と
組
み
合
わ
せ
て
商
品

づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
季
節
を
ず
ら
し
て
製
品
化
す
る
こ
と

で
、
例
え
ば
春
に
取
れ
る
筍
を
一
次
加
工

し
て
保
存
し
、
秋
や
冬
に
商
品
化
す
る
と

喜
ば
れ
る
品
物
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
も
有
限
会
社
職
彩
工
房
た
く
み
の

尾お
ざ
き崎

正ま
さ
と
し利

さ
ん
を
講
師
に
、
素
材
の
下
処

理
と
し
て
、
ト
マ
ト
や
ニ
ン
ジ
ン
、
冷
凍

保
存
し
た
イ
チ
ゴ
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を

使
っ
て
ピ
ュ
ー
レ
や
プ
レ
ザ
ー
ブ
、
コ
ン

ポ
ー
ト
を
作
っ
て
冷
凍
保
存
し
ま
し
た
。

次
回
は
こ
れ
ら
を
使
っ
て
パ
ス
タ
ソ
ー
ス

トマトとにんじんを煮込む様子

講義を聞く参加者

保育所生活を体験してみてはいかがですか

試合中の岩本晋之介さん
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できごと・話題

　

８
月
14
日
に
恒
例
の
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
ヤ
マ
メ

の
つ
か
み
取
り
が
行
わ
れ
、
多
く
の
親
子

連
れ
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
吉
賀
町
柿
木
村
出

身
の
橙
乃
祐
理
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ
、
よ

夜
空
に
舞
っ
た
３
０
０
０
発
の
花
火

　

吉
賀
町
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

を
込
め
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
る

マ
イ
花
火
に
も
来
場
者
か
ら
歓
声
が
あ

が
り
、
夜
空
に
心
地
よ
い
風
が
花
火
の

煙
を
う
ま
く
取
り
除
い
て
く
れ
、
約
３
，

０
０
０
発
の
花
火
は
見
事
な
も
の
で
し

た
。

さ

こ

い

踊

り
、
白
谷
神

楽
社
中
に
よ

る
神
楽
の
上

演
等
が
行
わ

れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

打
上
げ
花

火
は
、
思
い

　

８
月
13
日
、
今
年
で
２
回

目
を
迎
え
た
吉
賀
野
外
音
楽

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
15
組
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
出
演
し
バ
ン
ド
、
弾

き
語
り
、
ダ
ン
ス
、
世
界
最

古
の
管
楽
器
デ
ィ
ジ
ュ
リ

ド
ゥ
等
々
、
多
彩
な
楽
器
、

グ
ル
ー
プ
が
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。
ま
た
、
目
玉
企

画
と
し
て
「
と
ば
せ
ぇ
い

や
ぁ
大
会
」
が
開
か
れ
、
紙

ヒ
コ
ー
キ
を
飛
ば
し
た
距
離

を
競
う
企
画
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ギ
ネ
ス
記
録
の
挑
戦
に

も
採
用
さ
れ
た
競
技
用
紙
で

紙
ヒ
コ
ー
キ
を
作
成
。
豪
華

景
品
を
目
指
し
て
参
加
者
が

続
出
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
来
年
も

会
場
で
地
元
の
友
だ
ち
と
盛

り
上
が
り
た
い
」
な
ど
来
年

の
開
催
を
心
待
ち
に
し
て
い

ま
し
た
。

２
年
目
を
迎
え
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ

　

吉
賀
野
外
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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《
寄
稿
》

　

人
生
泣
き
笑
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沖
永　

愛
子

　

お
盆
が
過
ぎ
れ
ば
思
い
出
す
、
あ
の
布
団
の
穴
。

　

春
、
母
が
逝
き
、
困
っ
た
事
の
一
つ
に
布
団
問
題
が
あ
っ

た
。
古
布
を
重
ね
て
作
る
昔
の
布
団
は
、
重
く
冷
く
、
又
、

切
れ
や
す
く
、
お
盆
過
ぎ
か
ら
の
洗
濯
、
糊
付
け
、
仕
立

て
直
し
は
女
の
大
仕
事
だ
っ
た
。

　

母
の
苦
労
の
布
団
も
五
人
の
子
供
達
は
容
赦
は
し
な

い
、
秋
風
滲
み
る
頃
に
は
破
れ
穴
か
ら
冷
た
い
風
が
ス
ー

ス
ー
入
っ
た
。
或
る
夜
、
肩
を
揺
ら
れ
目
を
覚
ま
す
と
病

床
の
父
だ
っ
た
、
隣
部
屋
か
ら
様
子
を
見
に
来
た
様
だ
、

其
処
で
ボ
ロ
布
に
包
ま
っ
た
子
供
達
を
眼
に
し
驚
愕
・
・
・

私
を
強
く
抱
き
締
め
た
。
父
は
何
も
言
わ
な
か
っ
た
が
、

明
く
る
朝
私
は
心
機
一
転
「
長
女
（
17
才
）
の
私
が
や
ら

な
い
で
誰
が
す
る
」
と
、
心
を
決
め
た
。

　

思
い
き
り
蹴
破
っ
た
穴
は
、
ど
の
様
に
引
っ
張
っ
て
み

て
も
、
く
っ
つ
か
な
い
、
思
案
の
挙
句
、
急
い
て
は
駄
目

と
気
が
付
い
た
。
別
布
を
足
し
乍
ら
、
軋
む
針
に
我
慢
我

慢
の
大
奮
闘
幾
数
日
、
そ
し
て
達
成
出
来
た
時
の
嬉
し
さ

は
私
だ
け
に
し
か
分
ら
な
い
。

　

戦
後
10
年
頃
、
漸
く
出
始
め
た
綿
も
、
布
団
に
す
る
と

直
ぐ
猫
を
袋
に
入
れ
た
様
で
角
で
丸
ま
っ
た
。
暫
く
後
ナ

イ
ロ
ン
綿
が
出
始
め
「
切
れ
ん
か
ら
、
え
え
の
う
」
と
、

父
が
と
っ
て
も
喜
ん
だ
。ナ
イ
ロ
ン
綿
時
代
に
父
も
逝
き
、

今
は
羽
毛
布
団
。

　

父
母
の
笑
顔
が
浮
か
ん
で
来
る
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

できごと・話題

　

９
月
３
～
４
日
、
真
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
〝
よ
し
か
み
ら
い
〟

に
て
吉
賀
町
サ
ッ
カ
ー
連
盟
主
催
源
流
高
津
川
Ｕ-

15
な

で
し
こ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

招
待
チ
ー
ム
は
岡
山
県
よ
り
フ
ラ
イ
ア
Ｆ
Ｃ
、
山
口
県

よ
り
ド
リ
ー
ム
チ
ェ
イ
サ
ー
、
出
雲
市
よ
り
デ
ィ
オ
ッ
サ

出
雲
Ｆ
Ｃ
サ
テ
ラ
イ
ト
、
益
田
市
よ
り
ガ
デ
ィ
シ
ー
ズ
Ｆ

Ｃ
が
参
加
し
、
切
磋
琢
磨
し
技
術
を
磨
き
ま
し
た
。
遠
方

よ
り
は
る
ば
る
来
町
し
た
選
手
は
「
人
工
芝
が
き
れ
い
」
、

「
思
い
切
っ
て
プ
レ
ー
で
き
そ
う
」
な
ど
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

非
常
に
気
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

主
催
者
は
「
今
回
の
大
会
で
出
会
っ
た
選
手
、
ス
タ
ッ

フ
、
会
場
や
地
域
住
民
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
選
手
の
皆

さ
ん
は
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
試
合
を
頑
張
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
来
年
も
同
様
に
女
子
サ
ッ
カ
ー
を
盛
り
上
げ
る

た
め
に
も
継
続
し
て
開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

と
コ
メ
ン
ト
し
選
手
の
成
長
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

吉
賀
町
サ
ッ
カ
ー
連
盟
主
催　

源
流
高
津
川

　

Ｕ-

15
な
で
し
こ
サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

開
催

　

８
月
14
日
、
真
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
〝
よ
し
か
み
ら
い
〟
に

て
吉
賀
町
サ
ッ
カ
ー
連
盟
主
催
盆
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
開
催
さ
れ
る
今
大
会
は
盆
に
帰
省
し
て
い
る
方
や

地
元
の
方
、
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で
幅
広
い
世
代
が
集

ま
り
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

帰
省
し
て
い
る
方
か
ら
は
「
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
サ
ッ

カ
ー
を
し
た
か
っ
た
」
「
プ
レ
ー
が
う
ま
く
な
っ
た
気
が

吉
賀
町
サ
ッ
カ
ー
連
盟
主
催　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盆
サ
ッ
カ
ー
大
会　

開
催

す
る
」
「
昔
の
仲
間
と
プ

レ
ー
で
き
て
う
れ
し
い
」

な
ど
サ
ッ
カ
ー
と
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
絆
を
深
め
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
来
年
も
ご
参
加
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。



23　　広報よしか　2016 年 10 月号　№ 132

文
芸
コ
ー
ナ
ー

ちょうみんひろば

　

《
川
柳
》

わ
さ
び
き
き
顔
を
ゆ
が
め
て
食
べ
る
す
し　

村
上　

毅

澄
み
き
っ
た
夜
空
に
光
る
流
れ
星　
　
　
　

大
庭　

寛

文
春
の
流
す
週
刊
誌
邪
魔
を
す
る　
　
　
　

岩
上　

武
史

流
行
の
服
だ
と
古
着
出
し
て
着
る　
　
　
　

角
河　

淑
子

エ
コ
暮
し
昭
和
頑
固
は
流
さ
れ
る　
　
　
　

田
村　

民
子

吉
賀
川
大
河
の
流
れ
た
ん
ぼ
満
つ　
　
　
　

斉
藤　

良
子

ア
ユ
育
て
流
れ
る
水
は
日
本
一　
　
　
　
　

長
藤　

忠
夫

探
し
物
探
し
さ
が
し
て
汗
流
れ　
　
　
　
　

澄
川　

良
子

谷
川
で
笹
船
流
し
争
い
あ
う　
　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

囲
碁
将
棋
流
す
涙
も
芸
の
内　
　
　
　
　
　

皆
田　

卓
宣

逝
く
夏
や
歳
月
流
れ
老
い
の
日
　々
　
　
　

増
田
ム
ナ
コ

汗
流
し
取
り
終
え
た
草
又
伸
び
る　
　
　
　

大
庭　

和
子

流
れ
出
る
汗
も
無
く
な
る
こ
の
暑
さ　
　
　

澤　

三
智
代

キ
ャ
バ
ク
ラ
で
鼻
下
伸
ば
し
金
流
し　
　
　

水
上　

健
二

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

・
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な

を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意
味

を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

・
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

・
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

《
俳
句
》

白
玉
の
熱
々
一
つ
味
見
か
な　
　
　
　
　

よ
し
ざ
き
清
子

図
書
室
の
本
面
出
し
に
我
鬼
忌
か
な　
　
　

村
田　

綾
実

何
処
迄
も
真
青
き
空
や
麦
茶
呑
む　
　
　
　

斎
藤
ツ
ル
子

袖
に
風
二
輪
車
で
ゆ
く
盆
の
僧　
　
　
　
　

河
野　

由
希

合
歓
の
花
静
御
前
の
墓
所
と
い
ふ　
　
　
　

大
場　

博
明

ひ
ま
わ
り
は
二
千
株
と
や
杣
を
訪
ふ　
　
　

茅
原　

久
子

四
方
に
山
か
こ
む
一
村
盆
の
月　
　
　
　
　

斎
藤
ル
リ
子

美
味
き
も
の
畑
に
熟
せ
し
ト
マ
ト
こ
そ　
　

山
崎
美
智
子

岩
清
水
柄
杓
の
添
へ
て
あ
り
に
け
り　
　
　

三
浦　

一
美

夏
帯
を
解
き
流
し
た
る
畳
か
な　
　
　
　
　

青
木　

道
子

　
　
　
　

お
悔
み　

―
や
す
ら
か
に
―　

（
８
月
届
出
）

　
　

岡
野　

桃
子　
　

さ
ん　

91
歳　
　
　

福
川

　
　

永
島　

鈴
子　
　

さ
ん　

92
歳　
　
　

広
石

　
　

山
根　

安
司　
　

さ
ん　

82
歳　
　
　

抜
月

　
　

介
山　

義
春　
　

さ
ん　

70
歳　
　
　

注
連
川

　
　

森
影　

登
市　
　

さ
ん　

82
歳　
　
　

注
連
川

　
　

齋
藤　

勝
子　
　

さ
ん　

78
歳　
　
　

六
日
市

　
　

河
野　

由
春　
　

さ
ん　

83
歳　
　
　

上
高
尻

　
　
　
　

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

《
短
歌
》

風
に
の
り
語
り
た
き
人
か
え
り
来
よ

　
　

盆
提
灯
の
ほ
の
か
な
あ
か
り　
　
　
　

中
林　

律
子

初
成
り
の
西
瓜
た
た
い
て
明
日
も
ぐ
と

　
　

決
め
て
カ
ラ
ス
に
先
を
越
さ
れ
て　
　

佐
々
田　

登

稲
刈
り
を
家
族
協
力
汗
を
し
て

　
　

家
路
に
つ
け
ば
カ
ラ
ス
も
山
に　
　
　

川
口　

敦
子

砕
け
な
む
は
か
な
さ
見
せ
て
昼
の
月

　
　

真
夏
の
高
き
空
に
浮
き
を
り　
　
　
　

角
河　

淑
子



広報よしか　2016 年 10 月号　№ 132　　24

編
集
・
発
行
　
吉

賀
町
役
場
企
画
課

〒
6
9
9
-
5
5
1
3

島
根
県
鹿
足
郡
吉

賀
町
六
日
市

7
5
0
番
地

電
話

0
8
5
6
-
7
7
-
1
4
3
7
 
F
A
X
0
8
5
6
-
7
7
-
1
8
9
1

吉
賀
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
w
n
.
y
o
s
h
i
k
a
.
l
g
.
j
p

吉
賀
町
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

i
n
f
o
@
k
m
.
t
o
w
n
.
y
o
s
h
i
k
a
.
l
g
.
j
p

月 日土金火 木水

6 ：00 

●ニュースサンネット 

 

【生中継】 

　島根県高校野球秋季

　大会（決勝）

2

101010

6 ：00 

●ニュースサンネット 

 

【生中継】 

　島根県高校野球秋季

　大会（準決勝）

1

6 ：00 

●ニュースサンネット

30

6 ：00 

●ニュースサンネット 

 　/つわ・みん・さん

　   第28回

9

6 ：00 

●ニュースサンネット 

 　/つわ・みん・さん

　   第28回

8

6 ：00 

●島大健康講座 

 （９月放送分）

7

6 ：00 

●木次線PR番組      

  （仮）

6

6：00 

●快傑！石見ふしぎ

　探偵社＃62　

5

6：00 

●LOOKING FOR 

　アクアス9月号 

4

6：00 

●ニュースサンネッ

　ト 月間総集編 

　（９月放送分）

3

6 ：00 

●ニュースサンネット

16

6 ：00 

●ニュースサンネット

15

6 ：00 

●たけとんぼ 

　～いきいき趣味広

　　場～ Vol.1

14

6 ：00 

●お天気てるてる情

　報 10月号 

7：00 

●ますますおいしい 

　10月放送分

13

6：00 

●グラントワチャン

　ネル 10月号

12

6：00 

●隠岐★ドキ！あま

　チャンネル vol.7

11

6：00 

●ちょい旅きぶん 

　（9月号）

10

6 ：00 

●ニュースサンネット

23

6 ：00 

●ニュースサンネット

22

6：00 

●情報ネットしまね 

　9月号

21

6 ：00 

●きょうの健康（3

　時間毎）

20

6：00 

●快傑！石見ふしぎ

　探偵社＃62　

19

6：00 

●LOOKING FOR 

　アクアス9月号

18

6：00 

●ニュースサンネッ

　ト 月間総集編 

　（9月放送分）

17

6：00 

●グラントワチャン

　ネル 10月号

26

6：00 

●隠岐★ドキ！あま

　チャンネル vol.7

25

6：00 

●ちょい旅きぶん 

　（9月号）

24

再

再

再

 

新型ＳＴＢ登場 !

詳しくはサンネットにちはらまで…

 

平日　8：30～17：15 

（土・日・祝はお休みです） 

 

緊急連絡先 

セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016

新番組紹介！ ケーブルセンター窓口受付時間

6 ：00 

●ニュースサンネット

29

6 ：00 

●たけとんぼ 

　～いきいき趣味広

　　場～ Vol.1

28

6 ：00 

●お天気てるてる情

　報 10月号 

7：00 

●ますますおいしい 

　10月放送分

27

再

特

再

再再

再

6 ：00 

●ニュースサンネット

31

再

再

2016
サンネットにちはら番組表 111ｃｈ データ放送・番組 112ｃｈ テロップ放送

※ ●…1Hごとに放送  ●…2Hごとに放送　  　…再放送　　…特別番組再 特

※ 編成の都合上、番組を変更する場合があります

●お問い合わせ サンネットにちはら　Tel:74-2099/Fax:74-2667

たけとんぼ 
～いきいき趣味広場～

　鹿足郡内にお住いの方の趣味・特技またはサークル活動など、個

人、団体問わず活動されている方々の明るく元気な姿や、活動団体

そのものの紹介。趣味や習い事を通した交流の様子、制作過程、作

品等を紹介していく番組です。

※番組名は変更される可能性があります


